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制震構造システムを設置した伝統木造架構の実大動的加力実験 

（その１ 実験概要及び木造架構の動特性） 
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伝統木造架構 傾斜復元力 動的加力実験 
 
§1-1 はじめに 
 日本古来の伝統的木造建築物の構造特性に関する研究

は、これまでに数多く行われてきており、各種構造要素

の力学的特性が明らかになりつつある(例えば文献 1-1))。
一方、兵庫県南部地震などの大地震により、多くの社寺

建築物が倒壊などの被害を受けているのも事実である。

そこで本研究では、伝統構法により製作した実大試験体

を用いて、その動特性を把握するとともに、制震装置を

用いた歴史的建造物の保存手法について検討をおこなう

ものである。本報では実験概要と試験体の構造特性を、

(その２)ではアンブレラダンパー1-2)を設置した場合の動的

加力実験結果を、(その３)では等価線形化法を用いて本シ
ステムの減衰性能について検討をおこなう。また、(その
４)では 2方向同時加力実験の結果について報告する。 
§1-2 試験体概要 
 図 1-1 に本実験で用いた試験体の形状を示す。試験体
は、4 本の丸柱と大引、頭貫、組物(大斗、巻斗、肘木)、
及び桁材で構成されており、樹種は組物の一部を除きベ

イマツを使用している。丸柱の柱脚にダボは設けておら

ず、礎石上に載せただけである。その柱の傾斜復元力を

評価するために、重量 100kN の鋼板を試験体上部に載せ
る事とした。それにより 1 本の柱が支持する鉛直荷重は
約 35kN となる。加力は桁材上部に鉄骨梁を載せて、ア

クチュエーターと連結する事によりおこなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§1-3 動的加力実験結果 
 図 1-2に 0.1Hzで振幅 0～100mmの正弦波加振時にお
ける架構頂部変位とアクチュエーター荷重の関係を示す。

木材同士の摩擦を含んだＳ型の履歴特性を有している事

が分かる。既往の研究 1-3)では、柱の傾斜復元力特性のみ

による場合、最大耐力点が明確に表れる結果となってい

るが、本試験体による実験結果では、頭貫及び大引の影

響により、緩やかであるが抵抗力が上昇する結果となっ

ている。図 1-3には 0.3Hzでの 0～100mmまでの荷重－
変位関係を示す。振動数 0.1Hz の時よりも大きな履歴面
積を有していることが分かる。この特性を調べるために

各振動数における等価粘性減衰定数、等価剛性を算出し

た結果を図 1-4、及び図 1-5 に示す。等価減衰定数は加
振速度が速いほど大きな値を示す傾向があり、等価剛性

は振幅に依存性があるものの、振動数の違いによる差は

あまり見られない事が分かった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 動的加力実験(0.1Hz)の 
荷重-頂部変位の関係 

図 1-3 動的加力実験(0.3Hz)の 
荷重-頂部変位の関係 加力用鉄骨梁 
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 図 1-4 等価減衰-振幅関係 図 1-1 試験体概要（単位:mm） 
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図 1-5 等価剛性-振幅関係 
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§1-4 
 本節では、制震装置を設置するために取り付けた鉄骨

梁の影響と、ワイヤーロープ緊張による傾斜復元力特性

の変化について報告する。本実験においては、開口部を

塞ぐことなく制震装置を配置できるように、大引の下端

に H 型鋼梁(H-100×100×6×8)を、同レベルの柱に厚さ
9mm の鋼板を巻きつけて制震装置固定用の平面フレーム

を構成する事にした。その状況を図 1-5 に示す。柱の傾
斜復元力を増加させるためのワイヤーロープ(構造用スト
ランドロープ 7×7 ST1470 φ18mm)は、頭貫と基礎の間
に柱 1箇所あたり 2本取り付けてあり、合計 100kNの鉛
直荷重を柱に付与する計画としている。その接合のため

に、上部の加力用鉄骨から頭貫の間に鋼板（厚さ 9mm）
を設けてあり、張力が最上部まで伝達されるようになっ

ている。ワイヤーロープはターンバックルにより張力導

入をおこない、皿ばねでその導入量を管理する事にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上の試

の加力実験

図 1-6 では
が増加して

事により剛

その状況を

重ね書きし

9には図 1
示す。これ

することに

できた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
§1-5 まとめ 
 伝統木造架構を対象としておこなった実大動的加力実

験の結果をまとめて以下に示す。 
・ 伝統木造架構の有する動特性の一部を把握する事がで

きた。 
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図 1-6 動的加力実験(0.1Hz) 
の荷重-頂部変位関係 
（鋼材設置後） 

図 1-7 動的加力実験(0.1Hz) 
の荷重-頂部変位関係 
（張力導入後） 
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図 1-9 等価剛性-振幅関係
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験体を用いて、周期 0.1Hz で振幅 0～70mm
をおこなった結果を図 1-6 及び図 1-7 に示す。
鋼材を設置することにより、約 30%程度剛性
おり、図 1-7 においては張力導入をおこなう
性が約 4 倍に増大している事が読み取れる。
比較するために図 1-2、図 1-6 及び図 1-7 を
た履歴図を図 1-8 に示しておく。また、図 1-
-8の履歴図から算出した等価剛性－振幅関係を
らの結果から、ワイヤーロープに張力を導入

より、剛性を増加させる効果がある事を確認

・ 

・ 
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図 1-5 鋼材とワイヤーロープの設置状況 
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